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第八章 女性の活躍を推進するうえでの課題について 

 

１．女性の活躍を推進するうえでの課題【問１６】 

全体では、「家庭生活へ配慮する必要がある」が 43.0％と最も高く、次いで「女性正社員が少ない」が

29.4％、「昇進や仕事に対する意識が低い」が 28.4％の順となっている。 

従業員規模別でみると、いずれの従業員数も「家庭生活へ配慮する必要がある」の割合が最も高く、そ

のうち 300人以上が 61.5％と最も高くなっている。 

 

［図表 8-1-1①］女性の活躍を推進するうえでの課題（全体・従業員規模別）≪ＭＡ≫ 

  

 全体 （n=765）  従業員数　 50人未満 （n=551）  50～99人（n=93）

 100～299人 （n=76）  300人以上 （n=26）

43.0 

29.4 

28.4 

28.0 

15.4 

15.2 

13.2 

8.6 

7.8 

41.4 

32.3 
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29.9 

14.3 
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13.4 
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7.8 

46.2 

23.7 
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28.0 

18.3 

14.0 

16.1 

10.8 

10.8 

43.4 

22.4 

39.5 

21.1 

21.1 

22.4 

9.2 

11.8 

7.9 

61.5 

15.4 

42.3 

23.1 

11.5 

15.4 

11.5 

7.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

家庭生活へ配慮する必要がある

女性正社員が少ない

昇進や仕事に対する意識が低い

結婚・妊娠・出産を機に退職してしまう

職場の女性同士の人間関係

子育て環境（保育所 等）の

整備がされていない

育児・介護・家事などにおける

公的・私的サービスが十分ではない

所定外労働、深夜労働をさせにくい

重量の取り扱いや

危険物有害業務などがある
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［図表 8-1-1②］女性の活躍を推進するうえでの課題（全体・従業員規模別）≪ＭＡ≫ 

 

  

 全体 （n=765）  従業員数　 50人未満 （n=551）  50～99人（n=93）

 100～299人 （n=76）  300人以上 （n=26）
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1.1 

0.0 

0.0 

3.2 
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5.3 
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2.6 

3.9 

5.3 

0.0 

0.0 

1.3 

2.6 

15.4 

0.0 

0.0 

3.8 

19.2 

7.7 

0.0 

0.0 

0.0 

7.7 

0% 20% 40% 60% 80%

男性の認識、理解が不十分である

経営層の意識、理解が不十分である

前例がなく、進め方が分からない

女性を受け入れる職場環境

（トイレ、休憩室等）が整っていない

テレワーク等の多様で柔軟な働き方が

できる環境が整っていない

ライフプランについての教育、知識不足

コストがかかる

顧客や取引先の理解が得られにくい

その他

無回答
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女性従業員【問１２】の回答と比較すると、企業、女性従業員ともに「家庭生活へ配慮する必要がある」

の割合が最も高いが、女性従業員の回答が企業の回答より 8.4ポイント高くなっている。また、「結婚・妊

娠・出産を機に退職してしまう」で 14.6ポイント、「男性の認識、理解が不十分である」で 12.4ポイント

とそれぞれ女性従業員の回答が企業の回答より 10ポイント以上高くなっている。 

 

［図表 8-1-2］女性の活躍を推進するうえでの課題（女性従業員【問１２】の回答比較）≪ＭＡ≫ 

  
 企業の回答 （n=765）  女性従業員の回答（n=768）

43.0 

29.4 

28.4 

28.0 

15.4 

15.2 

13.2 

8.6 

7.8 

6.9 

4.4 

4.2 

4.1 

3.7 

3.4 

1.0 

0.9 

3.3 

-

5.2 

51.4 

15.4 

21.1 

42.6 

10.9 

21.5 

19.0 

7.3 

3.6 

19.3 

10.7 

-

2.7 

6.4 

4.0 

0.8 

2.7 

1.2 

2.0 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80%

家庭生活へ配慮する必要がある

女性正社員が少ない

昇進や仕事に対する意識が低い

結婚・妊娠・出産を機に退職してしまう

職場の女性同士の人間関係

子育て環境（保育所 等）の

整備がされていない

育児・介護・家事などにおける

公的・私的サービスが十分ではない

所定外労働、深夜労働をさせにくい

重量の取り扱いや

危険物有害業務などがある

男性の認識、理解が不十分である

経営層の意識、理解が不十分である

前例がなく、進め方が分からない

女性を受け入れる職場環境

（トイレ、休憩室等）が整っていない

テレワーク等の多様で柔軟な働き方が

できる環境が整っていない

ライフプランについての教育、知識不足

コストがかかる

顧客や取引先の理解が得られにくい

その他

特にない

無回答
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前回の調査と比較すると、今回の調査は前回の調査と比べて大きな変化はみられず、ともに「家庭生活

へ配慮する必要がある」の割合が最も高くなっている。 

 

［図表 8-1-3］女性の活躍を推進するうえでの課題（前回調査との比較）≪ＭＡ≫ 

 

 

 令和３年度 （n=765）  令和元年度 （n=667）

43.0 

29.4 

28.4 

28.0 

15.4 

15.2 

13.2 

8.6 

7.8 

6.9 

4.4 

4.2 

4.1 

3.7 

3.4 

1.0 

0.9 

3.3 

5.2 

44.1 

26.4 

28.8 

28.9 

16.6 

15.0 

14.7 

11.2 

5.4 

5.8 

4.5 

6.3 

2.2 

-

4.2 

0.6 

0.4 

3.4 

6.0 

0% 20% 40% 60% 80%

家庭生活へ配慮する必要がある

女性正社員が少ない

昇進や仕事に対する意識が低い

結婚・妊娠・出産を機に退職してしまう

職場の女性同士の人間関係

子育て環境（保育所 等）の

整備がされていない

育児・介護・家事などにおける

公的・私的サービスが十分ではない

所定外労働、深夜労働をさせにくい

重量の取り扱いや

危険物有害業務などがある

男性の認識、理解が不十分である

経営層の意識、理解が不十分である

前例がなく、進め方が分からない

女性を受け入れる職場環境

（トイレ、休憩室等）が整っていない

テレワーク等の多様で柔軟な働き方が

できる環境が整っていない

ライフプランについての教育、知識不足

コストがかかる

顧客や取引先の理解が得られにくい

その他

無回答


